
【資料７】 

 

すまいの部会報告(平成 25 年 10月～平成 26 年 2 月) 

部会開催 平成 25年 10月 4日、12月 6日、平成 26年 2月 7日 

 

1 DVDの取扱い、管理について確認 

●部会内で次のことについて確認を行った。取扱いに関する詳細は別紙のとおり。 

 ・貸出・複製 DVDに添付する注意事項の内容について 

・DVDの活用状況の実績記録の残し方について 

・DVD出演者の撮影に関する同意書の取扱いについて 

    

●DVDの活用状況(平成 25年 12月～平成 26年 2月) 

 相談時利用 研修等利用 個人・団体貸出 複製 

障がい福祉課 0 0 4 4 

春日苑 0 0 0 0 

しゃきょう 2 0 0 0 

かすがい 0 2 0 0 

JHNまある 5 2 0 0 

あっとわん 0 0 0 0 

中部大学  向研究室 0 1 0 1 

合計 7 5 4 5 

 

【感想】・車いすを利用する重度の障がい者の事例がなかったので、自分に当てはめるの

が難しかった。 

    ・映像で見るとわかりやすい。 

    ・DVDはよくできていると思うが、経済的（お金）なことについても具体的に知

りたかった。 

    

2 課題の確認 

 ●予算の必要性について 

 ・DVD作成、体験グループの宿泊体験活動についてはサポーター宿泊費用が必要である。 

●サポーターの不足について 

・サポーターを増やすことを目的とした講座を、相談支援事業所連絡会のチームメッセ

ンジャーの企画として次年度開催してもらうこととなった。 

   

3 啓発グループ・体験グループの報告 

（1）啓発グループ  

①平成 25年 10月 16日・11月 20日 開催 

主として DVDの取り扱い、管理について検討。 

・著作権は中部大学にある。 

・DVDは、障がい福祉課にてテレビ用とプロジェクター用各４枚ずつ、各支援セ

ンター、中部大学 向研究室にて各１枚ずつ管理し、貸出・複製窓口を障がい

福祉課、貸出窓口を各支援センターとする。 



 

    ・平成 25年 11月 29日以降貸出・複製の取扱いを開始した。 

    ・障がい者週間中、市役所１階のホールにて見本やチラシを掲示して DVDの周

知を行い、各支援センターにおいても周知につとめた。 

②平成 26年 1月 29日開催 

  第 2弾 DVD制作に関わる中部大学の学生に、障がい者の生活を知ってもらうこ

とを目的とした事業所見学・体験実習についての検討。 

    

（2）体験グループ 

 ①平成 25年 10月 27日 開催＜サンドウィッチ作り・ゲーム＞ 於アドハウス 

 ・当事者５人・支援者 6人・親 5人参加。 

 ②平成 25年 11月 17日開催＜都市緑化植物園へ外出＞  

 ・当事者２人・支援者 4人・親 2人参加。 

③平成 25年 12月 18日開催  打ち合わせ 

・年度内は月に１回の日中活動を行う。 

・次年度は宿泊体験を早い時期に実施していきたい。 

 ④平成 25年 12月 22日開催<クリスマスケーキ作り> 

  ・当事者 4人・支援者 3人・親 3人参加。 

 ⑤平成 26年 2月 9日開催<簡単な食事作り> 

  ・当事者 5人・支援者 2人・親 4人参加。 

 

4 今後の予定 

 （1）啓発グループ 

  ・齋藤ゼミと今後の作品の打ち合わせの日程を調整。 

  ・DVD制作は 4月以降を予定。 

 （2）体験グループ 

  ・来年度は合宿のような形で宿泊体験を実施していく。 

 


